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あなたの募金でささえあいのまちづくり

10 月 1 日から赤い羽根共同募金が始まります。
今年も皆さまのご協力をお願いいたします。

赤 い 羽 根 募 金：10月1日〜12月31日
年末たすけあい募金：12月1日〜12月31日

平成29年度共同募金寄付金総額　　27,234,311円
赤い羽根募金…16,837,810円　　年末たすけあい募金…10,396,501円

昨年も皆さまのあたたかい支援
誠にありがとうございました。

区内の社会福祉施設・団体� 2,600,000円
◆聖美保育園…屋上外壁修繕工事
◆（特）ワーカーズ・コレクティブ たすけあいまりん
　 …在宅福祉サービス事業費　［敬称略・順不同］
区社会福祉協議会の事業費� 5,128,905円
● 10 地区社会福祉協議会への活動支援、助成
●広報紙「ウェーブ」の発行
●区民生委員児童委員協議会への活動支援、助成
●会食・配食活動など高齢者支援活動への助成
県内の社会福祉施設・団体　　9,108,905円

年末たすけあい運動「支援金」� 2,525,000円
民生委員にご協力をいただき、区内の母子世帯、心身
障害者（児）世帯、高齢者世帯（要介護 4・5）など、
合計 505 世帯へ「支援金」をお配りしました。

区社会福祉協議会の事業費� 7,871,501円
●子育て支援活動グループへの助成
●ボランティアグループなどへの地域福祉活動助成
●ボランティアセンター事業
●地区社会福祉協議会への地域支え合い活動助成
●障害者支援講座　　●福祉用具の貸出
●川崎区社協福祉まつり

赤い羽根共同募金より配分の在宅福祉
サービス事業費により、介護保険事業
外のまりん独自事業・たすけあいサー
ビス（父子家庭の夕食作りの支援、サ
ロン、居場所提供等）を、低価格料金
で川崎区の皆様にご利用いただけ、大
変助かっております。心より感謝申し
上げます。

車イス等福祉用具貸出
緊急的一時的に車イスを必要とす
る方や、福祉教育用に貸出をして
います。高齢者疑似体験・妊婦体
験セット等の貸出も行っています。

ボランティア基礎講座
ボランティアや地域活動に興味を
持っている方々を対象に、活動へ
の一歩を踏み出すきっかけとなる
講座を開催しています。

（昨年度）配分を受けた団体より
〜ありがとうメッセージ〜

特定非営利活動法人　ワーカーズ・コレクティブ たすけあいまりん

赤い羽根共同募金2018
じぶんの町を

良くするしくみ。

2018 川崎フロンターレ
赤い羽根コラボピンバッジ

2018共同募金 PR大使
野毛山動物園スマトラトラ
「ミンビ」バッジ

［バッジによる募金ご希望の方は事務局までお問い合わせ下さい］

赤い羽根募金の使いみち
16,837,810円

年末たすけあい募金の使いみち
10,396,501円

（1）つながりを育て　安心して暮せるまち　かわさき区　〜 をめざして〜

wave



年末たすけあい運動
「支援金」申請のお知らせ

つながり ささえあう
みんなの地域づくり

個人情報の保護について
　この申請書で得た個人情報につきましては、支援金交付以外の目的に使用することはありません。
また、支援金を交付する担当地区の民生委員児童委員以外の第三者にも、ご本人の同意無しに個
人情報の提供はいたしません。

支援金対象世帯

支援金の金額の目安について

期間・方法

申請書設置場所

提出・お問合せ先

川崎区内において在宅で生活をされており、�
次の項目に該当する方がいる世帯（項目に該当する書類を添えて提出）

A	 8 月 1日現在、ひとり親世帯で児童扶養手当を受けている方
 �添付� ：8 月の手当が振り込まれた部分と名義部分の通帳のコピー
Bア	 9 月 1日現在、身体障害者手帳 1・2級の方
 �添付� ：身体障害者手帳のコピー　※氏名、等級、障害名が記載された部分
Bイ	 9 月 1日現在、療育手帳Aの交付を受けている方
 �添付� ：療育手帳のコピー　※名前、判定の箇所が記載された部分
Bウ	 9 月 1日現在、精神障害者保健福祉手帳 1級の交付を受けている方
 �添付� ：精神障害者保健福祉手帳のコピー
C	 9 月 1日現在、介護認定が要介護 4または 5の方
 �添付� ：介護保険証のコピー
D	 9 月 1日現在、災害遺児等福祉手当を受けている方
 �添付� ：9 月の手当が振り込まれた部分と名義部分の通帳のコピー
E	 9 月 1日現在、公害病認定患者の方
 �添付� ：公害医療手帳のコピー

注 1：�生活保護受給世帯は申請できません。
注 2：�対象者ご本人が在宅で生活されていることが必要です。施設・グループホー

ム等で生活されている方や長期入院されている方は対象外となります。
注 3：�配分は世帯単位です。（複数対象者がいる場合でも1世帯分の配分となります）

支援金額は、今年度にご協力いただいた募金額によって変わります。
昨年度は、1 世帯当たり 5,000 円をお届けいたしました。

（社福）川崎区社会福祉協議会
〒 210-0024 川崎区日進町 1-11
 川崎ルフロン 8 階
  ☎  　044（246）5500
FAX　044（211）8741

�▼申請期間��
平成30年9月1日（土）から
10月31日（水）【必着】まで
�▼方法��
　申請書に必要事項をご記入の
上、添付書類とあわせて川崎区
社会福祉協議会に直接来所また
は郵送にてご提出ください。

　川崎区社会福祉協議会、区内
老人いこいの家、かわさき老人
福祉・地域交流センター、川崎区
役所、大師支所、田島支所等に
てお配りします。また、HP より
ダウンロードも出来ますのでご
活用ください。 （＊ 9 月 1日から）

申請から
交付まで
の流れ

❶�8月下旬ころ〜
申請書受取

❷�9月1日〜10月31日
申請書に必要事項を記入。添
付書類と共に川崎区社協へ来
所または郵送にて提出。

❸�12月下旬ころ
 民生委員児童委員のご協
力をいただき、対象世帯
へお届けします。

来所 郵送
または

　共同募金運動の一環として、毎年 12 月 1 日から 31 日まで地域の皆さまにご協力をいただいており
ます年末たすけあい運動において、募金の有効活用を考慮し、川崎区社会福祉協議会では配分された
募金を元に地域で福祉ニーズを持つ世帯へ「支援金」として配布をいたします。
　希望される方は、以下の内容をご確認の上、所定の申請書にてお申込ください。
　なお、支援金の金額については、募金の実績額と申請世帯数を勘案し決定となるため、申請時には
決定していませんのでご了承ください。

［平成30年 9月］ウェーブ　第103号（2）

法人運営事業 15,259,011 円
調査研究事業 1,077,476 円
企画広報事業 1,677,577 円
連絡調整事業 115,225 円
助成事業 14,117,640 円
地域福祉活動事業 449,618 円
在宅福祉活動事業 37,000 円
一般募金配分金事業 5,355,223 円
年末募金配分金事業 9,812,141 円
福祉パルかわさき
受託経営事業 526,705 円
老人いこいの家
受託経営事業 189,868 円
生活福祉資金
貸付事業受託事業 3,390,000 円
日常生活自立支援事業 390,800 円
金品援護事業 70,000 円

老人いこいの家
管理経営事業
53,500,196 円

かわさき老人福祉
地域交流センター
管理経営事業
52,280,830 円

会費収入（会費、賛助会費） 9,154,300 円
寄附金収入 2,105,994 円
経常経費補助金収入（市社協補助金、
共同募金配分金） 25,696,253 円

前期末支払資金残高
（平成 28 年度繰越金）
42,966,525 円

受託金収入
（老人いこいの家、老人福祉地域交流センター、

生活福祉資金、日常生活自立支援事業、
福祉パル、フリーパス） 113,546,664 円

事業収入
1,681,548 円

利息・その他
57,522 円

支出計
158,249,310円

収入計
195,208,806円

【収　入】

【支　出】

※36,959,496 円が次年度繰越金

H29 年度の区社協事業・決算報告は、福祉パルかわさき、区内いこいの家（9 館）、老人福祉・地域交流センターで閲覧できます。

川崎区社会福祉協議会　平成 29年度事業報告・決算報告
平成29年度の重点項目の実施状況

1　役員体制の強化と種別会議の充実
　新法に基づき、役員等の責務を明確にするため、新たな理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会等の体制を整
備しました。
　また、種別会議を複数回開催し、地域福祉活動計画策定のための計画の骨子の説明、意見をいただく場を設けたほか、
種別会員の中で情報共有することで、連携・協力ができる体制づくりに繋がりました。

2　地域福祉ネットワークの構築
　地域福祉懇談会の開催を積極的に支援するとともに、種別会議を複数回開催することで、地域福祉のネットワーク
づくりを進めました。
　ボランティア交流会は、福祉まつりでは団体間の交流が難しいという意見があったことから、福祉まつりの後に開
催し、福祉まつりの感想や反省点の意見交換を行うと共に、普段の活動での悩みを共有し、顔の見える関係づくりが
出来ました。

3　地区社会福祉協議会活動の更なる支援
　地域支え合い活動助成金を新設し、地区社会福祉協議会の活動を支援しました。
　その結果、地域福祉懇談会は、開催地区が 7 地区から 9 地区に増加し、昨年度よりも一歩進んだ解決策のアイディ
アなどが話し合われ、今後につながる場となりました。また、見守り活動や男性の居場所づくり（男性の料理教室）、
認知症予防カフェなど、地区ごとに独自性のある事業が展開されました。子ども民生委員やこども食堂など、30 年度
以降の実施を見据えた研修会を開催している地区もあり、今後も支援を続けていきます。

4　老人いこいの家とこども文化センターにおける連携事業の拡充
　川崎市が推進する老人いこいの家と、こども文化センターにおける連携事業について、藤崎いこいの家（こども文
化センター合築）と殿町いこいの家（単館）において、異世代交流事業を実施しました。
　藤崎いこいの家では、こども文化センター祭りの共催での実施（昔遊び・紙飛行機を飛ばそう）を含め計 6 回の交
流を行いました。殿町いこいの家では単館として初めてのモデル事業となる「いこいの家に行ってみよう」の開催（ク
リスマスツリー作り・折り紙体験）を含め計 9 回の交流を行いました。日頃は入館しない若い世代の方にも、いこい
の家を見ていただく良い機会となりました。

5　地域福祉計画（行政計画）と地域福祉活動計画の一体的策定
　区役所と連携し、地域福祉計画（行政計画）と地域福祉活動計画を策定しました。基本理念、基本目標、計画期間
を同一とし、行政と社協の協働による地域福祉の推進ができる計画を策定することができました。 

（3）つながりを育て　安心して暮せるまち　かわさき区　〜 をめざして〜



年末たすけあい運動
「支援金」申請のお知らせ

つながり ささえあう
みんなの地域づくり

個人情報の保護について
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A	 8 月 1日現在、ひとり親世帯で児童扶養手当を受けている方
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Bア	 9 月 1日現在、身体障害者手帳 1・2級の方
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（平成 28 年度繰越金）
42,966,525 円

受託金収入
（老人いこいの家、老人福祉地域交流センター、

生活福祉資金、日常生活自立支援事業、
福祉パル、フリーパス） 113,546,664 円

事業収入
1,681,548 円

利息・その他
57,522 円

支出計
158,249,310円

収入計
195,208,806円

【収　入】

【支　出】

※36,959,496 円が次年度繰越金

H29 年度の区社協事業・決算報告は、福祉パルかわさき、区内いこいの家（9 館）、老人福祉・地域交流センターで閲覧できます。

川崎区社会福祉協議会　平成 29年度事業報告・決算報告
平成29年度の重点項目の実施状況

1　役員体制の強化と種別会議の充実
　新法に基づき、役員等の責務を明確にするため、新たな理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会等の体制を整
備しました。
　また、種別会議を複数回開催し、地域福祉活動計画策定のための計画の骨子の説明、意見をいただく場を設けたほか、
種別会員の中で情報共有することで、連携・協力ができる体制づくりに繋がりました。

2　地域福祉ネットワークの構築
　地域福祉懇談会の開催を積極的に支援するとともに、種別会議を複数回開催することで、地域福祉のネットワーク
づくりを進めました。
　ボランティア交流会は、福祉まつりでは団体間の交流が難しいという意見があったことから、福祉まつりの後に開
催し、福祉まつりの感想や反省点の意見交換を行うと共に、普段の活動での悩みを共有し、顔の見える関係づくりが
出来ました。

3　地区社会福祉協議会活動の更なる支援
　地域支え合い活動助成金を新設し、地区社会福祉協議会の活動を支援しました。
　その結果、地域福祉懇談会は、開催地区が 7 地区から 9 地区に増加し、昨年度よりも一歩進んだ解決策のアイディ
アなどが話し合われ、今後につながる場となりました。また、見守り活動や男性の居場所づくり（男性の料理教室）、
認知症予防カフェなど、地区ごとに独自性のある事業が展開されました。子ども民生委員やこども食堂など、30 年度
以降の実施を見据えた研修会を開催している地区もあり、今後も支援を続けていきます。

4　老人いこいの家とこども文化センターにおける連携事業の拡充
　川崎市が推進する老人いこいの家と、こども文化センターにおける連携事業について、藤崎いこいの家（こども文
化センター合築）と殿町いこいの家（単館）において、異世代交流事業を実施しました。
　藤崎いこいの家では、こども文化センター祭りの共催での実施（昔遊び・紙飛行機を飛ばそう）を含め計 6 回の交
流を行いました。殿町いこいの家では単館として初めてのモデル事業となる「いこいの家に行ってみよう」の開催（ク
リスマスツリー作り・折り紙体験）を含め計 9 回の交流を行いました。日頃は入館しない若い世代の方にも、いこい
の家を見ていただく良い機会となりました。

5　地域福祉計画（行政計画）と地域福祉活動計画の一体的策定
　区役所と連携し、地域福祉計画（行政計画）と地域福祉活動計画を策定しました。基本理念、基本目標、計画期間
を同一とし、行政と社協の協働による地域福祉の推進ができる計画を策定することができました。 

（3）つながりを育て　安心して暮せるまち　かわさき区　〜 をめざして〜



ボランティア活動
やってみたいな

興味はあるけど
何から始めたら
良いのかな？

グループ・団体
が集まって交流

をしたいな

施設のお手伝い
をしてくれる人
を募集したいな

私たちと一緒に活動
してくれる仲間を
募集したいわ！

福祉って…ボランティア
って…どういうこと？

教えて欲しいな

社会福祉法人

社会福祉法人
川崎市川崎区社会福祉協議会
ボランティアセンター

社会福祉協議会は、誰もが安心して
暮らせる福祉のまちづくりを地域の
みなさんと共に考え協力しあい、推
進していく民間の団体です。
ボランティアセンターでは、ボランテ
ィアをしたい人と、してほしい人をつ
なぐはたらきをもち、幅広い理解を
進めるためイベントや講座を開催す
るなど、地域でのボランティア活動
の推進に努めています。

○ボランティア基礎講座・グループ交流会

○チャレボラ！2017

＊「いっぽ」は、社会福祉法人川崎区社会福祉協議会が運営する「川崎区ボランティアセンター」の情報紙です。区内・区外の施設や機関等に
て配布させていただいております。今号は「ウェーブ」に掲載の特別号です！ 
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　ボランティアの活動を通じて住民が「まちづくり」に参加するための重要な窓口として位置づけられ、川崎市内の
各区域に設置されています。「川崎区ボランティアセンター」は川崎区社会福祉協議会内にあり、川崎区の住民や、
ボランティア団体・福祉施設・学校・企業・行政など関係機関と連携を図りながらボランティアのネットワークを広
げ、地域の課題に柔軟に対応できる体制の構築を目指し活動しています。

川崎区
ボランティア

センター

学んだことをボラン
ティアにちょこっと活
かす「ちょこボラ！」
講座。区内の特別養護
老人ホーム等にご協力
いただき、講義・体験
を通しての講座を開催
しました。

ボランティア活動を始め
たい、興味がある方が対
象の基礎講座を開催し、
ボランティアの『はじめ
のいっぽ』を踏み出す
きっかけ作りをしていま
す。また、グループ交流
会も開催しました。

○ちょこボラ！講座

小学生から大学生まで
を対象とした「夏休み
福祉・チャレンジボラ
ンティア体験学習」
昨年度は、区内の施設・
団体にご協力いただ
き、7 つのプログラム
を開催しました。延
53 名に体験していた
だきました。

○福祉教育

区内の福祉学習に関す
る相談に応じ、様々な
お手伝いをしていま
す。福祉学習内容の相
談・ゲストティーチャ
ーの紹介・福祉教材の
貸出など、学校・企業・
施設・町会などからご
相談をいただいていま
す。

■ その他にも 様々な事業を行っています。（昨年度開催の講座等の一部）

■ ボランティアセンターってどんなところ？

＊昨年度は、ボランティア依頼相談が６５件、ボランティア活動希望相談が１１８件あり、 

それぞれコーディネート調整を行いました。 
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この情報紙は、皆さまからご寄付い
ただきました「赤い羽根共同募金」
配分金を財源に発行しています

住所：〒210-0844　川崎区渡田新町2-5-1
TEL/FAX：044-333-0087　
Mail : harumi87@cmail.plala.or.jp
日程：月曜日10:00～12:00
　　　金曜日10:00～12:00、13:00～15:00
場所：ハナさんハウス
内容：携帯電話の買い替えを考えている高齢者の

方、さわりに来てください。スマートフォ
ン、タブレット、パソコンの使い方、便利
に使うともっと毎日が楽しくなります。買
い物、見守りにも利用できます。

料金：500円　/　定員：8名
対象：50歳以上
その他：自分のものがなくても大丈夫です。
　　　　用意します。

いろいろな演芸で慰問します。慰問先募集！
身体障害者等施設慰問団　サンゴ会

高 齢
障がい

TEL：044-288-5167  携帯：090-6113-3017
担当：代表　岩瀬
※問合せは平日18時～20時にお願いします。
日程：要相談
場所：川崎区内の高齢者施設、障がい者施設
内容：社交ダンス・車椅子ダンス・フラダンス・民

謡・三味線・日本舞踊・韓国舞踊・ピアノに
よる歌謡ショー　などで慰問いたします。

★施設にて、ダンスを披露するボランティア活動
をしています。川崎
区内で月に1回1～2
時間、定期的に慰問
できる施設を募集し
ています。
ぜひご連絡下さい♪

日時：9月29日（土）10：00～15：00（雨天決行）
場所：大師分室（旧大師健康ブランチ）（川崎区台町26－7）
対象：どなたでもお気軽にお越しください。
内容：①舞台での発表（ファッションショー、コーラス手話、栄養の話、健康

体操、スポーツ吹き矢、吹奏楽、コーラス等を予定しています。）
　　　②展示・販売・体験コーナー（地域で活動している様々な団体の製品販

売、体験、展示を行います。）
　　　③相談コーナー（介護等生活上の相談や、栄養や健康相談ができます。血圧・血管年齢測定コーナ

ー、体組成測定もあります。）
★お子様から高齢者の方まで楽しめる健康福祉まつりです。皆さんお誘い合せの上、是非ご参加ください♪
問い合わせ先：大師地区健康福祉ステーション　地区支援担当　TEL：044-271-0145

スマートフォン勉強会はじめました！
ハナさんハウス・高齢者パソコン塾

高 齢

第16回 だいし健康福祉まつりを開催します♪♪
高 齢
障がい
その他

たじま祭り（　　　）開催決定！ ボランティアも募集します♪♪たじま子そだて
フェスティバル

日時：10月21日（日）10：00～14：00（雨天決行）
場所：かわさき障害者福祉施設たじま（川崎区田島20-10）
対象：どなたでもお気軽にお越しください。
内容：ステージ発表、模擬店販売、障害者福祉施設による販売会等を予定しています。

『たじま祭り』ボランティアしてくださる方を募集します！
日時：10月21日（日）9：00～14：00（雨天決行）
場所：かわさき障害者福祉施設たじま　内容：模擬店の販売・駐車場整理など
対象：高校生以上でボランティアに興味がある方　定員：10名
申込方法：下記問い合わせ先までご連絡ください。
持ち物：タオル、筆記用具、動きやすい服装でお願いします。
問い合わせ先：かわさき障害者福祉施設たじま　TEL：044-276-9689　FAX:276-9619

高 齢
障がい
その他

皆さまのご参加
お待ちしています♪
皆さまのご参加
お待ちしています♪

（5）つながりを育て　安心して暮せるまち　かわさき区　～ をめざして～



ボランティア活動
やってみたいな

興味はあるけど
何から始めたら
良いのかな？

グループ・団体
が集まって交流

をしたいな

施設のお手伝い
をしてくれる人
を募集したいな

私たちと一緒に活動
してくれる仲間を
募集したいわ！

福祉って…ボランティア
って…どういうこと？

教えて欲しいな

社会福祉法人

社会福祉法人
川崎市川崎区社会福祉協議会
ボランティアセンター

社会福祉協議会は、誰もが安心して
暮らせる福祉のまちづくりを地域の
みなさんと共に考え協力しあい、推
進していく民間の団体です。
ボランティアセンターでは、ボランテ
ィアをしたい人と、してほしい人をつ
なぐはたらきをもち、幅広い理解を
進めるためイベントや講座を開催す
るなど、地域でのボランティア活動
の推進に努めています。

○ボランティア基礎講座・グループ交流会

○チャレボラ！2017

＊「いっぽ」は、社会福祉法人川崎区社会福祉協議会が運営する「川崎区ボランティアセンター」の情報紙です。区内・区外の施設や機関等に
て配布させていただいております。今号は「ウェーブ」に掲載の特別号です！ 
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　ボランティアの活動を通じて住民が「まちづくり」に参加するための重要な窓口として位置づけられ、川崎市内の
各区域に設置されています。「川崎区ボランティアセンター」は川崎区社会福祉協議会内にあり、川崎区の住民や、
ボランティア団体・福祉施設・学校・企業・行政など関係機関と連携を図りながらボランティアのネットワークを広
げ、地域の課題に柔軟に対応できる体制の構築を目指し活動しています。

川崎区
ボランティア

センター

学んだことをボラン
ティアにちょこっと活
かす「ちょこボラ！」
講座。区内の特別養護
老人ホーム等にご協力
いただき、講義・体験
を通しての講座を開催
しました。

ボランティア活動を始め
たい、興味がある方が対
象の基礎講座を開催し、
ボランティアの『はじめ
のいっぽ』を踏み出す
きっかけ作りをしていま
す。また、グループ交流
会も開催しました。

○ちょこボラ！講座

小学生から大学生まで
を対象とした「夏休み
福祉・チャレンジボラ
ンティア体験学習」
昨年度は、区内の施設・
団体にご協力いただ
き、7 つのプログラム
を開催しました。延
53 名に体験していた
だきました。

○福祉教育

区内の福祉学習に関す
る相談に応じ、様々な
お手伝いをしていま
す。福祉学習内容の相
談・ゲストティーチャ
ーの紹介・福祉教材の
貸出など、学校・企業・
施設・町会などからご
相談をいただいていま
す。

■ その他にも 様々な事業を行っています。（昨年度開催の講座等の一部）

■ ボランティアセンターってどんなところ？

＊昨年度は、ボランティア依頼相談が６５件、ボランティア活動希望相談が１１８件あり、 

それぞれコーディネート調整を行いました。 
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この情報紙は、皆さまからご寄付い
ただきました「赤い羽根共同募金」
配分金を財源に発行しています

住所：〒210-0844　川崎区渡田新町2-5-1
TEL/FAX：044-333-0087　
Mail : harumi87@cmail.plala.or.jp
日程：月曜日10:00～12:00
　　　金曜日10:00～12:00、13:00～15:00
場所：ハナさんハウス
内容：携帯電話の買い替えを考えている高齢者の

方、さわりに来てください。スマートフォ
ン、タブレット、パソコンの使い方、便利
に使うともっと毎日が楽しくなります。買
い物、見守りにも利用できます。

料金：500円　/　定員：8名
対象：50歳以上
その他：自分のものがなくても大丈夫です。
　　　　用意します。

いろいろな演芸で慰問します。慰問先募集！
身体障害者等施設慰問団　サンゴ会

高 齢
障がい

TEL：044-288-5167  携帯：090-6113-3017
担当：代表　岩瀬
※問合せは平日18時～20時にお願いします。
日程：要相談
場所：川崎区内の高齢者施設、障がい者施設
内容：社交ダンス・車椅子ダンス・フラダンス・民

謡・三味線・日本舞踊・韓国舞踊・ピアノに
よる歌謡ショー　などで慰問いたします。

★施設にて、ダンスを披露するボランティア活動
をしています。川崎
区内で月に1回1～2
時間、定期的に慰問
できる施設を募集し
ています。
ぜひご連絡下さい♪

日時：9月29日（土）10：00～15：00（雨天決行）
場所：大師分室（旧大師健康ブランチ）（川崎区台町26－7）
対象：どなたでもお気軽にお越しください。
内容：①舞台での発表（ファッションショー、コーラス手話、栄養の話、健康

体操、スポーツ吹き矢、吹奏楽、コーラス等を予定しています。）
　　　②展示・販売・体験コーナー（地域で活動している様々な団体の製品販

売、体験、展示を行います。）
　　　③相談コーナー（介護等生活上の相談や、栄養や健康相談ができます。血圧・血管年齢測定コーナ

ー、体組成測定もあります。）
★お子様から高齢者の方まで楽しめる健康福祉まつりです。皆さんお誘い合せの上、是非ご参加ください♪
問い合わせ先：大師地区健康福祉ステーション　地区支援担当　TEL：044-271-0145

スマートフォン勉強会はじめました！
ハナさんハウス・高齢者パソコン塾

高 齢

第16回 だいし健康福祉まつりを開催します♪♪
高 齢
障がい
その他

たじま祭り（　　　）開催決定！ ボランティアも募集します♪♪たじま子そだて
フェスティバル

日時：10月21日（日）10：00～14：00（雨天決行）
場所：かわさき障害者福祉施設たじま（川崎区田島20-10）
対象：どなたでもお気軽にお越しください。
内容：ステージ発表、模擬店販売、障害者福祉施設による販売会等を予定しています。
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皆さまのご参加
お待ちしています♪
皆さまのご参加
お待ちしています♪

（5）つながりを育て　安心して暮せるまち　かわさき区　～ をめざして～



　一定の所得以下の世帯に対して、学校教育法に定められた高等学校、大学などへの進学や通学に必要な経費を
貸付ける「教育支援資金制度」の相談を受付けています。
　貸付にあたっては、各種条件があります。また、他から借入ができる方はそちらを優先していただきます。
　申請を希望される方や制度について詳しく知りたい方は、まずはお電話ください。
� 担当：地域課　044-246-5500

教育支援資金（生活福祉資金貸付制度）のご案内

　福祉は「ふだんの　くらしの　しあわせ」のことです。特別なことではなく、自分たち一人ひとりが幸せに暮らして
いけるように、他の人と支え合いながら生きていくことが「ふくし」です。福祉教育は、小・中学校や高校だけでなく、
町内会自治会や、普段の生活や学習の中で「ふくし」を学ぶことを言います。

同じ地域で生活している人を知るための様々な取り組みが行われています。
◆高齢者の疑似体験や、車いす体験　　　　　　　　　　　　　◆ボランティア体験
◆視覚障がいのある方の生活についてのお話と点字体験　　　　◆盲導犬ユーザーの方からのお話
◆聴覚障がいのある方の生活についてのお話と手話などの体験　◆福祉教育情報交流会（福祉教育協力者の交流会）
◆妊婦体験といのちのお話　　　　　　　　　　　　　　　　　◆施設での交流（高齢者施設で高齢者との交流）　など

「福祉について学んでみたいけれど、どんな内
容にしたら良いかわからない・・・」
「そもそも福祉ってなに？どんなことを伝えた
ら良いの？」
「地域にはどんな福
祉施設があるの？」
川崎区社会福祉協議
会では、福祉の学習
に関するご相談に応
じ、さまざまなお手
伝いをしておりま
す！お気軽にお問合
せください。

ご利用対象

川崎区内で福祉学習を希望される団体
相談内容（例）

①学習プログラム等、企画内容についての相談
②学習にご協力くださる講師・団体の紹介
　‌‌福祉専門職、障がい当事者の方、ボランティアグループなど
③福祉についての情報提供
④福祉教材の貸出
　‌‌車いす、高齢者疑似体験セット、アイマスク、白杖、点字器、‌
妊婦体験セット、抱き人形など
昨年相談件数

●小学校 11件　●中学校 2件　●高校 1件　●関係機関 9件

福祉学習についてご相談ください！

取組み例

福祉教育ってなに？
川崎区社会福祉協議会 福祉教育の取り組みについてご案内

小学校 4年生の総合学習の時間での高齢者疑似体験地区民生委員児童委員協議会主催の車いす体験
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この広報紙は共同募金の配分金などを財源として発行しています

自分では福祉サービスの利用契約や日常的な金銭管理などに不安のある高齢の方や、
障害のある方の財産や権利を守り、安心して日常生活を送れるよう支援します。

ポータブルトイレ 介護用ベッド

ほほえみ
コーナー

寄付者名（受付順）
平成30年4月1日
　　～平成30年7月31日
●白井　勇　様
●HULAを楽しむ会
� 代表　西原　雅代　様
●東急リゾートサービス・
　石勝エクステリア共同事業体　
� 川崎国際生田緑地ゴルフ場　様
●株式会社　建築柳本
� 代表取締役　柳本　懭　様
●パークホームズ川崎大師表参道
� 管理組合�様
●川崎区田島地区
　スポーツ推進委員プルタブの会
� 代表　尾嶋　和幸�様

川崎区にお住いの方々を対象に、車いす、ポータブル
トイレ等の福祉用具を、譲りたい方と譲って欲しい方
との間で、ご紹介しています。

福祉用具
再利用 譲ります・譲ってください

お譲りいただける方は、
川崎区社会福祉協議会
までご連絡ください。
電話：044-246-5500
FAX：044-211-8741
メールアドレス：
info@kawasakikushakyo.or.jp

現在譲りたい方から、介護用ベッドと
ポータブルトイレと浴室用椅子の登録があります。

（以下の要件全てを満たす方）
①川崎区在住の障がい者や高齢者で日常生活に援助の必要な方
②ご自分で金銭の支払や重要な書類の保管が困難な方
③ご本人の意思により利用の申込みを決めることができる方

①福祉サービス利用援助・日常的金銭管理サービス
� ※利用料：月額2,500円（生活保護受給者は500円）
　♥�福祉サービスの情報提供・助言
　♥�福祉サービス利用料の支払い・口座振替手続き等
　♥�家賃や公共料金、医療費などの支払い、手続き
　♥�金銭の出し入れの手続き、定期的な生活費のお渡し

②書類等預かりサービス（重要書類等を貸金庫にて保管するサービス）
� ※利用料：年額3,000円または6,000円
　♥�定期や定額などの預貯金通帳
　♥�証書の預かり（保険証券・年金証書・不動産権利書・契約書類など）

川崎区あんしんセンターのご紹介

川崎区あんしんセンター（川崎区社協事務所内）
TEL：044-245-1144　FAX：044-211-8741

歩くのが不自由で銀行へ行けない……
通帳や印鑑など大事なものを
どこにしまったか忘れてしまう……

こんな時はお気軽にご相談ください。

ご利用対象者

主なサービス
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10：00〜 15：00

川崎市教育文化会館

川崎区社協

福祉まつり
平成30年度

開催日

会　場

この広報紙は共同募金の配分金などを財源として発行しています

平成 30年12月1日土

（主催者挨拶）

（大ホールは除く）

（表彰状・感謝状贈呈、来賓祝辞）

開　会　式

社会福祉大会

I（あい）I（あい）イベント

1
2
3

　　　　 社会福祉法人 川崎市川崎区社会福祉協議会
　　　　 川崎区社協福祉まつり実行委員会

　　　　 TEL　044-246-5500 ／ FAX　044-211-8741
　　　　 info@kawasakikushakyo.or.jp

主　催 問合せ
E-mail

かわさきマルシェ

パラスポー
ツ

体験コーナ
ー

ごゆるり横丁ふれあいエリア

　川崎区内で福祉・社会貢献活動に携わるボランティア・当事者・施設・企業等を
一堂に会し、お互いの協力のもと、区民との交流を通じた福祉啓発・意識の高揚、
より身近なテーマとして多くの方に福祉をより身近に感じていただくことを目的に
行う福祉のおまつりです。

「川崎区社協
福祉まつり」とは…

福祉作業所の自主製品販売等 福祉相談等福祉活動紹介、PRパネル展示、
福祉体験、遊具、作品作り等

作って遊ぼ
う♩

コーナー

ホッとする
喫茶 縁　日

コーナー

シール
ラリー

P
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